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2015年6月4日～6月14日

ED 大熊幸雄
  その国の唯一のクラブ、ノルウェーのベルゲン・クラ
ブ、スイスのソロトゥルン・クラブ、大変人気のある両
クラブとの交換に応募者が殺到した。
  ベルゲン・クラブは会員数が少ない。EDのロルフに
懇願し、5家族で2名ずつ、3家族で3名ずつ、19名
全員のホームスティが実現した。
 世界遺産のベルゲン、ハンザ博物館、フィヨルド・ツ
アーとクルージング､ロルフ邸での交換会など心のこ
もったおもてなし。ヘンリック・ママや運転手兼のロア
ルド会長の「ヨーヨーヨーヨー」が印象深い。市内交
通のバス、LRTやベルゲン図書館など公共施設が
便利。
  6月4日空港到着時、ホスト・チェンジのハプニング
もあったが、素晴らしい交換であった。
 ソロトゥルン・クラブは5月にグレーター・ミルウォー
キー・クラブとの交換があったのに、我々14名を4日
間のストップ・オーバーで受け入れてくれた。

 　6月11日チューリッヒ到着。ソロトゥルンやベルンへ
の移動は効率的で正確なスイス鉄道を利用。
　首都ベルンの旧市街、ソロトゥルンの大聖堂とマル
クト広場での市、峡谷のウォーキングなど丁寧できめ
細かいプログラムで国民性を感じた。
　フリーデイには、由緒あるブルクドルフ城とエメン
タールのチーズ工場に連れて行ってくれた。
　ホストとはドイツの歌を共に唄い、資源の無いスイ
スからブラジルへの移民、傭兵の話など興味深い歴
史を聞いた。
　6月15日雨の中の見送り、レジーナ、マギ、トーマ
ス、ロレンツありがとう。
　ポスト交換として、12名がインターラーケン、ユング
フラウヨッホ、シヨン城、レマン湖クルーズ、ジュネー
ブなどスイス観光を楽んで、6月18日無事､成田に帰
還した。

 ベルゲン・ソロトゥルン渡航記　
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Bergen Club

 　窓を開けると聞こえてくるのは小鳥の囀りだ
け、何と長閑な処だろう。静寂、3泊4日のホーム
ステイが始まつた。カトリーヌは難民の為の独語
教師、ユーリツクは庭に自作のモニュメントを置く
元美術教師で家中がアートで溢れている。

太田　和子

  彼女は.おしゃべりではありませんが、ゆっくりとしゃ
べってくれて、ユーモアもあり、奥ゆかしい人でした。
ある日の夕食には、娘と息子夫婦と、二人の孫と一
緒に、こんなに遅くまで大丈夫かなと思うほど、話が
尽きませんでした。
  彼女が、家族からとても愛されているのを感じまし
た。彼女を休ませてあげたくて、私たちだけで、市内
に出かけた日にも、いない間に私たちが買いたかっ
た鍋敷きやシェイカーを探し回ってくれて、最後にそ
れをお土産で持たせてくれました。
  

   別れの日、迎えのバスが遅れて、あいさつもよくで
きないまま空港で出発を待っていると、その日に午
後から仕事があるのに、彼女の姿が見えたとき本当
に感激で涙がこぼれました、
  彼女の眼にも涙が浮かんでいました。また会えるこ
とを祈って飛行機に乗りました。
   この素晴らしい出会いをくれたFFに本当に感謝で
す。そして私もこんな心のこもったおもてなしをして
あげたいなと思います。

  2013年の春にノルウェーのRolvさんとAngunnさん
夫妻が、イギリスのFFブリストルとFF埼玉の交換に
参加され我が家にホームステイされました。
素敵な和服姿のRolvさんとAngunnさんの姿や、真剣
に習字に取り組んでおられる様子などを思い出しま
す。この度Rolvさんのご尽力で埼玉クラブのFFベル
ゲン訪問が実現しました。
　ベルゲン空港で愛用の赤のトヨタ車で迎えに来て
頂いたRolvさんと念願の再会を果たしました。
 丘の上の花に囲まれた、海と島を見下ろす素晴らし
いお宅に小林さんと一週間泊めて頂きました。
  お二人とも以前と変わりなくお元気で、歴史のある
ベルゲンの港街の世界遺産や博物館、美術館を案
内して頂き、氷河がつくった素晴らしい渓谷フィヨル
ドや、北海油田の開発が行われているソトラ島など
の観光も満喫することができました。

   ノルウエーの渡航で、一番心に残ったのは、ベル
ゲンのホームホストのウーラグのことです。
   彼女は、女手一つで娘二人息子一人を育て上
げ、今も病院で、セクレタリーの仕事をパートでして
います。夜に到着した私たち3人に、スモークサーモ
ンやいろいろなチーズ、野菜サラダを用意してくれ
て、次の日からは自分は、クラッカーにジャムぐらい
の朝食なのに、必ず野菜と食べきれないほどの食べ
物などをつけてくれました。

アート溢れるホームステイ

Solothurn　 Club

浜田 聖子心に残るおもてなし

念願の再会 沼 禎昭
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可愛いMadeline

   Mikeyから高校を卒業したと先月連絡があっ
た。ホームステイ初日北浦和駅で出迎えた留学
生の中に一人緊張の面持ちの少年がいた。
  私は彼を見た瞬間このあどけない少年が我が
家の訪問者。楽しみだ。両親はカンタスのキャビ
ンアテンダント、お母さんはシドニーと日本間とフ
ライトをし留学経験もある。彼の訪日は6度目？と
は言え今回初めてのホームステイそりゃ緊張す
るよ。

  カラオケに行こうという私に「僕は18才の未成
年だから行けない！」真剣な表情だ。成る程確
かにカラオケBarとも言う。
  財布を落としてしまった時は「Oh, My God!
Oh, My God!」大騒ぎだ。 出てきた時は歌いな
がら踊りながら狭い廊下を行ったり来たり。
  翌日からは埼大から帰宅するとまず財布を見
せ微笑む。実に可愛い。
  ４月Mikeyはやって来る。

  会話はスイス独語だが書けないと言う。
  他に独仏英語を話し、多言語を聞くと楽しく又羨ま
しい。最後の１日はチューリヒ美術館に行った…昨
年東京展を見たが其の美術館に美術教師と行く等
予想外の至福の時だつた。
  地元出身のA・ジャコメツテイから始まり東京にはな
い膨大な数のコンテンポラリー作品を堪能した。
  人影も疎らで日本に昨年作品を届けたと言う学芸
員が日本語で嬉しそうに話しかけて来て楽しい時間
を過ごした。

交換留学生Mikey

郡山 育子

   帰路は銀色の凄い稲妻と激しい雷雨で忘れられ
ない日となつた。
  其の光の凄さは日本と違う気がした。
　翌日は別れの日だつたがソルトウルンのFFの人達
の優しさ、気遣い、ホスピタリテイが素晴らしく、メン
バーの中の2人のお嬢さんが日本に留学中という事
はスイスと、日本の距離が確実に近くなつていること
を感じて嬉しい出来事だつた。
  短い日々だつたが楽しい時間を過ごさせて頂い
た。

　埼玉大学にシドニーから研修生が来日さ
れ、可愛い女学生の雰囲気が残るMadeline
が6月28日から7月4日まで我が家にホームス
テイで過ごしました。
　日中は大学に行き、夕方帰って来ます。
家に居る時は何時も私の傍で勉強したり、テ
レビを見たり 、楽しく食事をして日本語と英
語を交えて将来の事や 、家族の事を話して
くれました。将来フランスに留学したいとの事
でした。何事も自分から行動する頼もしい女
性でした.
  唯、朝の目覚めだけは私の声で「オハ
ヨー！！　朝ですよ」で始まりました。
そして いよいよ帰国日の朝「2年後には私は
お母さんと二人で  此処に帰って来ますか
ら」と言われた時は ホロッときました。本当に
感極まりました。

日置　旦子
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